１年後期　生物科学Ⅱ(未履修クラス)　 第２回2012.10.9「地球の歴史と生物の進化」

◆スライド１　生物進化の道すじをたどる
　・地球の歴史は実験的に再現することができないが、推論を証明する証拠もある。
1 化石による推定
□示準化石：ex.)三葉虫(古生代)
　　　　□示相化石：ex.)ブナ(冷涼で湿潤な環境)
　　　※ひとつの場所から出た示準・示相化石で時代・環境が分かる(上の左図の交わった部分)
　　　※弱点：骨のないものや細菌は化石として残りにくく、また地中にあるため見つからないものもある→断片的な証拠
　　　②現存生物からの形質比較
　　　　□相同性：ex.)哺乳動物の前肢(右図)
→相同器官：共通の先祖をからそれぞれ変化・適応した
　　　　□相似性：似ているが根本的に違うもの。「他人の空似」に注意する必要がある。

◆スライド２　地質年代と生物の進化
　・地質年代：先カンブリア時代、古生代など。生物化石によって区分
　・生物が爆発的に多様性を獲得したのは顕生代(古生代～)

◆スライド３　化学進化と生命の誕生
　・図は誕生したばかりの地球の様子

◆スライド４　ミラーの実験
　・最初の生命が生まれる準備ができていたことを証明する実験
・実験装置は原始地球をシンプルに再現したもの
・原始大気中で空中放電を起こすと必須アミノ酸ができる

◆スライド５　化学進化のプロセス
　・大部分は推論だが、最も支持されている説である
　・プロテノイド：タンパク質のようなもの。膜構造を持つ(細胞のような構造)。
　・ＲＮＡワールド：酵素の働きができるため、ＤＮＡより前段階だと推測できる

◆スライド６　ＲＮＡワールドからＤＮＡワールドへ(重要　byいまづ)
　・ＤＮＡワールドから最初の生命が誕生した。

◆スライド７　細胞の進化
　・原核細胞：核膜がないので核が細胞質とごちゃごちゃまぜこぜ。タンパク質合成はしっかり行っている(リボソーム)
　・真核細胞：核膜あり。原核細胞にはない細胞小器官がある(ミトコンドリア・葉緑体)

◆スライド８　原核細胞から真核細胞へ
　・ミトコンドリアと葉緑体：二重膜構造・独自のＤＮＡ分子が存在(勝手に増えていける)
　・細胞内共生説：原始的な原核細胞が、別の細胞を取り込み、定着した。
　・二重膜構造：原核生物が別の原核生物を取り込んだ証拠
　・ＤＮＡ解析により、共生説が裏付けられた

※スライド３～８は前期の生物科学Ⅰの授業も参考になるかもです


◆スライド９　細胞内共生説に基づく真核生物の進化
　・多細胞化：組織分化、複雑化→多様化

◆スライド１０　先カンブリア時代における地球環境の変遷と生物の進化
　・シアノバクテリアの繁栄により酸素濃度が増加→オゾン層形成→生物が陸上へ
　・生物が環境を変えたことによる生物進化

◆スライド１１・１２　化石データに基づく年表
[bookmark: _GoBack]　・最初の多細胞生物が化石データのはじまり
　・エディアカラ動物群：最古の化石群。クラゲ・カイメンなどの原始的な動物
　・バージェス動物群：「カンブリア紀の生物爆発」。多様性の大爆発。環境の中に多様性の余地→へんてこわんさか(アノマロカリスかわいいよアノマロカリス)
　・デボン期の陸上植物：陸地の環境に適応してきてはいるが、根・茎・葉は未分化
　・石炭紀：シダ植物の森林。現在の石炭はこの時代の生物がもとになっている。
　・白亜紀：種子植物が生まれる→以降、乾燥や寒さに耐えられるため繁栄
　・恐竜は白亜紀末に巨大隕石による寒冷化で絶滅
　・第三紀：恐竜がいなくなったため、鳥類・小型哺乳類が繁栄。第三紀末に人類出現
　※大陸移動：古生代まではパンゲア(超大陸)→分裂・移動

